
数学1第4講 高木寛通  

1 一変数の逆関数   

星重   

訂＝J（∬）を関数とする。J（∬）が（ある範囲で）真に増大（←常に増加）  

⇔ご1＜∬2→J（ご1）＜J（∬2）  

貝に減少も同様   

室垂   

真に増大または減少している関数J（∬）についてはごにたいしてyが決まるだけ  

でなくyを決めれば£も決まる   

このyに対して∬を決める関数をJの逆関数といい才一1と書く   

命題  

（1）J（∬）が連続⇒J‾1も連続  

（2）J＊J‾1（∬）＝∬，J‾1＊J（∬）＝£（合成記号を＊とする）  

（3）（J‾1）′（∬）＝  

J′（J‾1（∬））   

＊（3）は任意の関数を図に取り、   

y＝∬に対して対称にした   

図を考えるとわかる   

例1（指数関数と対数関数）   

eの定義としては（e芳）′＝eごを満たす借。   

指数関数の性質e叫y＝eご×e封，  R全体で真に増大   

訂＝eだの逆関数をy＝logごと書く（対数関数）  

log∬＋logy＝log∬y  

1  1  1  1  

（log∬）′＝  
J′（ノー1（諾））‾el即‾ J＊J－や）‾∬   



log∬はJ（£）の逆関数。（J‾1（∬）＝log諾）   

例2（三角関数と逆三角関数）   

y＝Sin∬（一号≦ご≦苦）■   

～逆関数   

y＝Sin‾1∬（≠；よ）または   

arcsinこどと書く   

y＝COSニと（0≦∬≦打）  

‡逆関数   

y＝arCCOSご（－1≦∬≦1）  

Z   

問  
7r  

arcsinx＋arccosx＝  

を証明せよ（類題：P15例題4、間7～9）   

証明：y＝arCSinxとおくとx＝Siny（一昔≦y≦号～☆）   

示すべき式は  

7T  

y＋arccos諾＝  

打  
⇔arccosx＝－y  

⇔ cos（芸一訂）＝ヱかつ 0≦て－y≦打   

は∬＝Sinyに同じ、 は☆より示せ  

y＝tan：ご  

ま＝arCtan∬（一昔≦訂≦芸）  

（一芸壬甘至芸）   

また、  

1  1  

（arcsin∬）′＝  
J′（J‾1（∬）） cos（arcsin：ご）  

（f（x）＝Sinx，fJ（x）＝COSX，f‾1（x）＝arCSinx）  

COS（arcsin：ご）＝  

‘汀   
一≦arcsinx≦  

芸よりcos（arcsinご）≧0  

dご  

∴（arcsin∬）′＝  ＝arCSln：r  
ノi‾二‾扉  ＼／i‾二‾盲百  

2  



log∬はJ（∬）の逆関数。（J‾1（∬）＝log∬）   

例2（三角関数と逆三角関数）   

y＝Sin∬ト筈≦訂≦昔） 

？逆関数   

y＝Sin‾1ご（≠よ；）または   

arcsin：訂と書く   

y＝COS：ご（0≦∬≦町）   

～ 逆関数   

y＝arCCOS：ど（－1≦∬≦1）   

間  
汀  

arcsinx＋arccosx＝  

を証明せよ（類題：P15例題4、間7～9）  

証明：◆y＝arCSin∬とおくとご＝Siny（一芸≦y≦号－☆）   

示すべき式は  

汀  
封＋arccos∬＝  

7r  

⇔arcCOS∬＝‾y  

⇔ cOS（芸－y）＝∬かつ 0誓一封≦訂  

1  1  

（arcsin∬）′＝  
J′（J‾1（∬）） cos（arcsin∬）  

（f（x）＝Sinx，f／（T）＝COSX，f－1（x）＝arCSinx）  

1TSin2（arcsinx）＝ノ「：‾扉  COS（arcsin£）＝   

芸よりcos（arcsinx）≧0  
7r   

一≦arcsin∬≦  

d∬  

∴（arcsinx）l＝  ＝arCSln二r   

仰  ノ丁＝‾盲亨  
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